
 

 

 

◆夏休み親子魚探検隊 

  毎年２回、夏休み中に川遊びを行いながら川の生きも

のにふれるファミリー向けのプログラムを実施。 

例年、福島潟流入河川と早出川で実施、各地先の

「ねっとわーく福島潟」、「五泉トゲソの会」および「マ

リンピア日本海」の協力を頂いている。  

生物多様性ネットワーク新潟の活動 2017-1 
     ･･･自然体験・環境学習・シンポジウム等 

県内各地域の環境 NGOや有志と連携しながら、市民・県民を対象とした公開シンポジウムや、 

少年やファミリーを対象とした自然体験・環境学習活動を行っている 

新発田市荒川川   五泉市早出川 

◆カメ類生息実態調査とカメシンポジウム 

  在来のニホンイシガメ、およびクサガメ・アカミミガメ

などの外来カメ類の生息実態調査を継続中。  

ニホンイシガメは越後側での在来分布が疑問視されて

いたが、上中下越での生息を確認（生息地非公開）。

一般向けのカメ観察会を県内 5 会場で実施。  

中越地区の生息環境    

：河川改修で失われつつある 

トラップ調査風景 

新潟市じゅんさい池での 

シンポジウム風景 柏崎市夢の森公園 

新潟市中央区岡本美香さん提供 

甲羅干し中のニホンイシガメ 

鳥屋野潟のニホンイシガメ 



 

生物多様性ネットワーク新潟の活動 2017-2 
     ･･･在来希少野生生物の保護・外来生物対策 

県内各地域の環境 NGOや有志と連携しながら、地域在来・固有の野生生物を守るため、 

生息環境の保全と侵略的外来生物の抑制活動を行っている 

◆佐渡ドンデン山のフランスギク駆除活動 

  山頂付近にヨーロッパ原産のフランスギクが定着し、

車道や登山道沿いに群落を拡大中。 

「花の島佐渡」を象徴する国定公園ドンデン山の山野

草を守るため、「佐渡在来生物を守る会」と協力してフ

ランスギク駆除作業に取り組んでいる。  

◆ブラックバス・ブルーギル駆除活動 

  県内各地で駆除活動を展開してきたが、2011年から

は佐渡島内で毎年2～3ヶ所のため池干しあげ実施。 

活動を通じて誕生した「佐渡在来生物を守る会」ととも

に、対象を植物にも広げ、各地先とコンセンサスを築き

ながら島内の生物多様性保全に取り組んでいる。  

標高 750～900m の車道わきの群落 避難小屋わきの群落 

路傍のウツボグサ 

ヤマオダマキ 

フランスギク駆除実施 

箇所では復活の兆し 
活動風景：ドンデン山避難小屋前 

住吉大池：面積 2.4ha 

オオクチバス：975 
ブルーギル：8，855 
ウシガエル：約 400 
アメリカザリガニ：約 800 

オオクチバス最大個体 
：県内最大記録とみられる 

全長 59.5cm 体重 2，950ｇ 

オオクチバス：410 
ウシガエル：1,224 
アメリカザリガニ：38 

住吉大池 2017 

伊田池 2017 


